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享保 5（1720）、文久 2（1862）、慶応 2（1866）の各年度の資（史）料にみられること










































































































では、1,000～ 4,000貫文が 25人（以下同様）、5,000～ 10,000貫文 11、久米島は1,000
～ 2,000 貫文 7、10,000 貫文 1となっている。宮古・八重山は現金ではなく粟による寄
進だが、宮古では 1石 29以上、八重山では 49となっている（上記のように多良間島や
八重山の一部地域では個人名ではなく、寄進者の合計数だけで表示されている）。
　身分別寄進者をみよう。北部と首里・那覇を除いた沖縄本島は、親雲上 9，筑登之親
雲上 8、筑登之 7、仁屋 7、無位 5となっている。久米島は親雲上 5、仁屋 3、宮古は親
雲上3、首里大屋子3、与人 10、筑登之 5、仁屋 8、無位 14となり、八重山は親雲上3、
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